
平成29年度入学生用カリキュラムマップ 【栄養教諭教職課程】

科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標
栄養教諭教職課程修了に必要な資質能力大項目

凡例：◎特に重要な科目、○重要な科目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

17UTEC1101 教 職 入 門 1

１．中高教諭または栄養教諭として必要な資
質能力や基礎的知識について講じる。
２．特に教職の意義および役割、職務内容に
ついての理解を深める。
３．教育への理解と教職への関心を高め、進
路選択における主体的な夢を喚起し、以後の
学年次の教職課程履修への自覚と意欲を高揚
させる。

①教職全体について総合的に理解し、４年間の大学生活および教職課程履修に
ついて、学ぶ意欲と計画性を高める。②教職の意義や教員の果たす役割を理解
し、教職を志す意識を明確にもつ。③明確な教員像をもつことができるよう、
教員の職務内容は校務分掌に基づき分担され、学校が組織として機能している
ことを理解する。 ◎ ◎ ○

17UTEC1201 教 育 原 理 1

中高教諭または栄養教諭に必要な教育の基礎
的理論について、以下の諸点から講じる。
（１）人間学・教育学
（２）教育の意義・目的・理念・歴史・未来
（３）人間形成と家庭・地域・社会との関係
（４）教育実践の理論と実際

①教育的営みの意義・目的等を理解している。②子どもの成長発達に関わる教
育者の役割について、歴史的経緯を踏まえて理解している。③人間形成と家庭・
地域・社会の関係性を理解している。④教育実践の理論と実際の関連性を理解
している。⑤現代教育の課題を把握し、解決策を探求することができる。 ◎ ○

17UTEC1202 教 育 心 理 学 1

１．中高教諭または栄養教諭として必要な基
礎的な知識・技能について、心理学の視点か
ら学ぶ。
２．教育心理学の基礎知識や技能を学ぶこと
により、教育の対象となる幼児・児童・生徒
の発達と学習のプロセスへの理解を深める。

①教育心理学の基礎について正しい知識を身につけ、他者に説明できる程度に
理解を深める。②学習者である幼児・児童・生徒の発達と学習について、教育
心理学の基礎知識を活用して考えることができる。 ◎ ○

17UTEC2203 教 育 行 政 学 2

１．中高教諭または栄養教諭に必要な、我が
国現行の公教育制度とその行政・政策システ
ムに係る教育法規について教育行政学の視点
から講義し、理解を深める。
２．現代の公教育制度を運営・管理・改革す
る教育行政およびその実践主体としての学校
の経営と学級経営について、基礎的知識・技
能を学ぶ。

①教育的行為が日常的に展開されている基本的な教育空間と教育機能等につい
て基礎的理解を得る。②公教育制度としての学校教育システムについて、法制
度の視点から基礎的知識を得る。

◎ ○ ○

17UTEC1301 教育課程の意義と運営 1

１．新教育基本法によるわが国教育の基本的
な目的と方向性を理解し、特に「新学習指導
要領」の理念や教育課程についてその基本と
なる事項や実践上の課題等、具体的な理解を
図る。
２．「食育」教育に視点をおいた、現場での教
育課程の編成、方法や技術など「食育」の教
育活動をより効果的に実践していくための運
営とその能力を育成する。

①学習指導要領を理解し、教育課程編成の基準となる事項および教育活動の内
容を知る。②教育課程論、教育内容・方法論等に関する具体的実践事例を通し
て、「食育」教育の視点から、学校教育のあり方、カリキュラムのあり方を常
に問い直すことのできる能力と姿勢を身につける。

◎ ○

17UTEC2302 道徳教育の理論と実践 2

学校教育活動を推進する中で、道徳的な心情、
判断力、実践意欲と態度などの道徳性を形成
していくその過程で、自らを律しつつ、人間
として円満に成長する「あゆみ」について探
究する。

①道徳教育に関する基本的な概念を理解し、食育と道徳の関連を整理する。②
さらに食による「生きる力」を育むことにより、子どもたち一人ひとりの豊か
な心を育て、人生・社会を切り拓く実践的な力の育成を図る。③実際に道徳を
指導する場面を想定し、指導案の作成や教材研究を試みながら「道徳の時間」
を担当できる知識と技術を身につける。

○ ◎ ○ ○
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科目番号 科目名 学年 科目目的 到達目標
栄養教諭教職課程修了に必要な資質能力大項目

凡例：◎特に重要な科目、○重要な科目
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

17UTEC2401 生徒指導の理論と方法 2

１．学校現場において、いじめ・不登校・暴
力行為・学級崩壊など様々な問題が生起して
いる実態や背景・原因等を知る。
２．生徒指導の意義を正しく理解するととも
に、生徒指導上の課題にいかに対応し得るか
を主体的かつ具体的に考察する。
３．進路指導上の課題と対応について考察す
る。

①生徒指導の意義とその機能を正しく理解する。②教育課程と生徒指導の関連
がわかる。③学校における生徒指導体制の重要性がわかる。④青年期の心理と
発達の特徴がわかる。⑤生徒理解の方法がわかる。⑥進路指導の意義と方法に
ついて正しく理解する。 ◎ ○

17UTEC4402 教育相談の理論と方法 4

１．教師に求められる同僚や保護者と協働で
きるコミュニケーション能力、自己表現力を、
臨床心理学やカウンセリング事例等に基づき
講じる。
２．「聴く」力を養い、問題行動のもつ意味、
予防方法、問題が生じた時、教師や保護者が
できることについて学ぶ。

①学校教育における教育相談の重要性について理解を深め、学校教育において
直面する多様な問題に適切に取り組むことができる。②教育相談の知識と基礎
的能力を修得する。③自分の考え方や価値観を自覚し、コミュニケーション能
力を身につける。 ◎ ○ ○

17UTEC3501 栄養教育実習指導 3

１．小・中学校における栄養教育実習では、
学校教育の意義や食に関する指導について、
児童・生徒の実態を踏まえて学修する。
２．栄養教育実習の意義を理解する事前指導
として、栄養教諭としての必要な知識、技能、
態度等を具体的に修得する。
３．事後指導として、実習体験を振り返るこ
とにより、自らの実践的課題を把握し、子ど
もたちと接する専門職としての栄養教諭への
志を確認する。

①教育実習の意義を理解する。②教育実習に関する基本的な知識・技能・態度
について学修する。③学習指導案作成の仕方を修得する。④学習指導案に基づ
き模擬授業を実施できる。⑤事前指導により教育実習に臨む意欲を高め、事後
指導により教職への志を確立する。

○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

17UTEC3502 栄養教育実習（学校現場） 3

１．小・中学校での栄養教育実習は、栄養教
諭教職課程の総括的意義をもつ教育経験の場
となる。
２．栄養教諭課程の講義を通して得た多くの
知識のみならず、栄養士課程科目で得た知識
を統合し、教育実習を取り組み、栄養教諭と
して一層の向上を目指す。

栄養教諭として必要な「学校給食管理能力」および「食に関する指導」を一体
化とした食に関する授業実践力を修得する。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

17UTEC4601 教職実践演習（栄教） 4

１．栄養教諭の使命と役割、職務の内容を理
解し、学校教育において求められる栄養教諭
の実践力を最終確認し、補完指導を行う。
２．特に教育実習体験を踏まえ、
（１）栄養指導
（２）管理の意義、学校給食の意義
（３）関連する社会的諸事情および法令や制度
（４）栄養教諭の使命と役割
（５）職務内容について理解度
を確認する。

①栄養教諭として高い教職倫理観を有している。②生徒・教職員のみならず、
地域社会の人々から栄養教諭として信頼される対人関係を築くことができる。
③児童・生徒を臨床的に理解し、適切な理解を踏まえて、望ましい生徒指導お
よび学級経営を展開することができる。④栄養教諭として求められる専門分野
の基礎的知識および技術を総合的に修得し適切な栄養指導を展開することがで
きる。⑤自らが実施した授業（模擬授業を含む）や模擬指導について自己評価
を行い、これに他者評価を加えて、授業改善・指導改善を行うための態度を身
につけている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
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